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(57)【要約】
【課題】本発明は、画質を向上できるようにした有機電
界発光表示装置に関するものである。
【解決手段】本発明の有機電界発光表示装置は、駆動ト
ランジスタおよび有機発光ダイオードを含む画素１４０
と、前記画素１４０から前記駆動トランジスタの閾値電
圧を含む第１情報および前記有機発光ダイオードの劣化
情報を含む第２情報のうちの少なくとも１つを抽出する
ためのセンシング部１７０とを備え、前記センシング部
１７０は、前記第１情報および第２情報のうちの少なく
とも１つに対応する電圧を増幅するための増幅部１８０
と、前記増幅部１８０および自身に含まれた素子の誤差
成分を補償するための誤差補償部１９０とを備える。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動トランジスタおよび有機発光ダイオードを含む画素と、
　前記画素から前記駆動トランジスタの閾値電圧を含む第１情報および前記有機発光ダイ
オードの劣化情報を含む第２情報のうちの少なくとも１つを抽出するためのセンシング部
とを備え、
　前記センシング部は、
　前記第１情報および前記第２情報のうちの少なくとも１つに対応する電圧を増幅するた
めの増幅部と、
　前記増幅部および自身に含まれた素子の誤差成分を補償するための誤差補償部とを備え
ることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記誤差成分には、前記素子のオフセット特性、ノイズおよび配線抵抗が含まれること
を特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記増幅部は、
　第２電極が前記画素に接続され、第１電極が基底電源に接続され、前記画素から前記基
底電源に電流が流れ得るようにゲート電極が前記第２電極に接続される第１１トランジス
タと、
　前記第１１トランジスタと電流ミラー形態で接続される第１２トランジスタと、
　前記第１１トランジスタに基準電流を供給するための電流供給部とを備えることを特徴
とする請求項１または請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記第１２トランジスタは、前記第１１トランジスタより広いチャネル幅に形成される
ことを特徴とする請求項３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記基準電流は、前記画素から前記第１１トランジスタに供給される第１電流に対応し
て、前記第１２トランジスタで流れるべき第２電流より低い電流値に設定されることを特
徴とする請求項３または請求項４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記電流供給部および前記第１２トランジスタの共通端子は、前記誤差補償部に接続さ
れることを特徴とする請求項３～５のいずれか一項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記増幅部は、
　前記第１１トランジスタのゲート電極と前記第２電極との間に位置する第２０スイッチ
と、
　前記第１１トランジスタおよび前記第１２トランジスタのゲート電極と前記基底電源と
の間に接続される第２１スイッチと、
　前記電流供給部および前記第１２トランジスタの共通端子と前記画素との間に接続され
る第２２スイッチとをさらに備えることを特徴とする請求項３～６のいずれか一項に記載
の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記第１情報を抽出する期間の間、前記第２０スイッチがターンオンされ、前記第２情
報を抽出する期間の間、前記第２１スイッチおよび前記第２２スイッチがターンオンされ
ることを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記誤差補償部は、
　第１オペアンプおよび第２オペアンプと、
　前記第１オペアンプの第１入力端子と出力端子との間に並列に接続される第１スイッチ
および第１キャパシタと、
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　前記第２オペアンプの第１入力端子と出力端子との間に接続される第２スイッチと、
　前記第１入力端子と前記増幅部との間に接続される第３スイッチと、
　外部のアナログデジタル変換部と前記第２オペアンプの出力端子との間に接続される第
４スイッチと、
　前記第１オペアンプの出力端子と前記第２オペアンプの第１入力端子との間に接続され
る第１格納部と、
　前記第２オペアンプの第１入力端子と出力端子との間に接続される第２格納部とを備え
ることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第１オペアンプの第２入力端子には第１基準電源が供給され、前記第２オペアンプ
の第２入力端子には第２基準電源が供給されることを特徴とする請求項９に記載の有機電
界発光表示装置。
【請求項１１】
　前記第１格納部は、
　前記第１オペアンプの出力端子と前記第２オペアンプの第１入力端子との間に直列に接
続される第５スイッチ、第３キャパシタおよび第６スイッチと、
　前記第１オペアンプの出力端子と前記第２オペアンプの第１入力端子との間に前記第５
スイッチ、前記第３キャパシタおよび前記第６スイッチと並列に接続される第７スイッチ
、第４キャパシタおよび第８スイッチとを備えることを特徴とする請求項９または請求項
１０に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記第１スイッチおよび前記第２スイッチがターンオンされる期間中の第１期間の間、
前記第５スイッチおよび前記第６スイッチがターンオンされ、
　前記第１スイッチおよび前記第２スイッチがターンオンされる期間中の前記第１期間と
重畳しない第２期間の間、前記第７スイッチおよび前記第８スイッチがターンオンされる
ことを特徴とする請求項１１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　前記第１期間および前記第２期間の間、前記第４スイッチもターンオン状態に設定され
ることを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記第２格納部は、
　第１０ノードと第１１ノードとの間に接続される第２キャパシタと、
　前記第１１ノードと前記第２オペアンプの第１入力端子との間に接続される第９スイッ
チと、
　前記第１０ノードと前記第２オペアンプの出力端子との間に接続される第１０スイッチ
と、
　前記第１０ノードと前記第２オペアンプの第１入力端子との間に接続される第１１スイ
ッチと、
　前記第１１ノードと前記第２オペアンプの出力端子との間に接続される第１２スイッチ
とを備えることを特徴とする請求項１１～１３のいずれか一項に記載の有機電界発光表示
装置。
【請求項１５】
　前記第３スイッチがターンオンされる期間中の第３期間の間、前記第５スイッチ、前記
第６スイッチ、前記第９スイッチおよび前記第１０スイッチがターンオンされ、
　前記第３スイッチがターンオンされる期間中の前記第３期間と重畳しない第４期間の間
、前記第７スイッチ、前記第８スイッチ、前記第１１スイッチおよび前記第１２スイッチ
がターンオンされることを特徴とする請求項１４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　前記第４期間は、前記第３期間より長く設定されることを特徴とする請求項１５に記載
の有機電界発光表示装置。
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【請求項１７】
　前記第４期間以降の期間の間、前記第４スイッチ、前記第１１スイッチおよび前記第１
２スイッチがターンオンされることを特徴とする請求項１５に記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項１８】
　前記画素に接続されたデータ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、
　前記画素に接続された走査線に走査信号を供給するための走査駆動部と、
　前記第１情報および前記第２情報のうちの少なくとも１つに対応して、外部から供給さ
れるデータのビットを変更して前記データ駆動部に伝達するためのタイミング制御部とを
さらに備えることを特徴とする請求項１～１７のいずれか一項に記載の有機電界発光表示
装置。
【請求項１９】
　前記センシング部は、
　前記誤差補償部から供給される電圧をデジタル値に変換するためのアナログデジタル変
換部と、
　前記デジタル値を格納し、格納された値を前記データのビットが変更できるように前記
タイミング制御部に伝達するメモリとをさらに備えることを特徴とする請求項１８に記載
の有機電界発光表示装置。
【請求項２０】
　前記画素のそれぞれは、
　前記駆動トランジスタと前記有機発光ダイオードとの間の共通ノードと前記センシング
部との間に接続され、前記第１情報および前記第２情報のうちの少なくとも１つが抽出さ
れる期間にターンオンされるトランジスタを備えることを特徴とする請求項１～１９のい
ずれか一項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２１】
　第１オペアンプおよび第２オペアンプと、
　前記第１オペアンプの第１入力端子と出力端子との間に並列に接続される第１スイッチ
および第１キャパシタと、
　前記第２オペアンプの第１入力端子と出力端子との間に接続される第２スイッチと、
　前記第１オペアンプの出力端子と前記第２オペアンプの第１入力端子との間に接続され
、前記第１オペアンプの出力端子の電圧を変更して前記第２オペアンプの第１入力端子に
供給するための第１格納部と、
　前記第２オペアンプの第１入力端子と出力端子との間に接続される第２格納部とを備え
ることを特徴とする誤差補償部。
【請求項２２】
　前記第１オペアンプの第２入力端子には第１基準電源が供給され、前記第２オペアンプ
の第２入力端子には第２基準電源が供給されることを特徴とする請求項２１に記載の誤差
補償部。
【請求項２３】
　前記第１入力端子は負（－）入力端子であり、前記第２入力端子は正（＋）入力端子で
あることを特徴とする請求項２２に記載の誤差補償部。
【請求項２４】
　前記第１格納部は、
　前記第１オペアンプの出力端子と前記第２オペアンプの第１入力端子との間に直列に接
続される第５スイッチ、第３キャパシタおよび第６スイッチと、
　前記第１オペアンプの出力端子と前記第２オペアンプの第１入力端子との間に前記第５
スイッチ、前記第３キャパシタおよび前記第６スイッチと並列に接続される第７スイッチ
、第４キャパシタおよび第８スイッチとを備えることを特徴とする請求項２１～２３のい
ずれか一項に記載の誤差補償部。
【請求項２５】
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　前記第１スイッチおよび前記第２スイッチがターンオンされる期間中の第１期間の間、
前記第５スイッチおよび前記第６スイッチがターンオンされ、
　前記第１スイッチおよび前記第２スイッチがターンオンされる期間中の前記第１期間と
重畳しない第２期間の間、前記第７スイッチおよび前記第８スイッチがターンオンされる
ことを特徴とする請求項２４に記載の誤差補償部。
【請求項２６】
　前記第２格納部は、
　第１０ノードと第１１ノードとの間に接続される第２キャパシタと、
　前記第１１ノードと前記第２オペアンプの第１入力端子との間に接続される第９スイッ
チと、
　前記第１０ノードと前記第２オペアンプの出力端子との間に接続される第１０スイッチ
と、
　前記第１０ノードと前記第２オペアンプの第１入力端子との間に接続される第１１スイ
ッチと、
　前記第１１ノードと前記第２オペアンプの出力端子との間に接続される第１２スイッチ
とを備えることを特徴とする請求項２４または請求項２５に記載の誤差補償部。
【請求項２７】
　前記第３キャパシタおよび前記第４キャパシタに所定の電圧が充電された後、前記第５
スイッチ、前記第６スイッチ、前記第９スイッチおよび前記第１０スイッチがターンオン
され、前記第２キャパシタに電圧が一次格納され、
　前記第７スイッチ、前記第８スイッチ、前記第１１スイッチおよび前記第１２スイッチ
がターンオンされ、前記第２キャパシタに電圧が二次格納されることを特徴とする請求項
２６に記載の誤差補償部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、誤差補償部およびこれを用いた有機電界発光表示装置に関するも
のであって、特に、画質を向上できるようにした誤差補償部およびこれを用いた有機電界
発光表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の欠点である重量と体積を減ら
すことが可能な各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示装置（
Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ　Ｅ
ｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａ
ｙ　Ｐａｎｅｌ）および有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生
する有機発光ダイオードを用いて映像を表示する。かかる有機電界発光表示装置は、速い
応答速度を有するとともに、低消費電力で駆動されるという利点がある。
【０００４】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【０００５】
　図１を参照すれば、従来の有機電界発光表示装置の画素４は、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤと、データ線Ｄｍおよび走査線Ｓｎに接続され、有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御
するための画素回路２とを備える。
【０００６】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路２に接続され、カソード電極は
第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような画素回路２は、走査線Ｓｎに走査信号が供
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給される時、データ線Ｄｍに供給されるデータ信号に対応して、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤに供給される電流量を制御する。このために、画素回路２は、第１電源ＥＬＶＤＤと
有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接続された第２トランジスタＭ２と、第２トランジ
スタＭ２、データ線Ｄｍおよび走査線Ｓｎの間に接続された第１トランジスタＭ１と、第
２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極との間に接続されたストレージキャパシタＣ
ｓｔとを備える。
【０００７】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄｍ
に接続される。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極はストレージキャパシタＣｓｔ
の一側端子に接続される。ここで、第１電極は、ソース電極およびドレイン電極のうちの
いずれか１つに設定され、第２電極は、第１電極とは異なる電極に設定される。例えば、
第１電極がソース電極に設定されると、第２電極はドレイン電極に設定される。走査線Ｓ
ｎおよびデータ線Ｄｍに接続された第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎから走査信号が
供給される時にターンオンされ、データ線Ｄｍから供給されるデータ信号をストレージキ
ャパシタＣｓｔに供給する。この時、ストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応
する電圧を充電する。
【０００８】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極はストレージキャパシタＣｓｔの一側端子に接続さ
れ、第１電極はストレージキャパシタＣｓｔの他側端子および第１電源ＥＬＶＤＤに接続
される。そして、第２トランジスタＭ２の第２電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノ
ード電極に接続される。このような第２トランジスタＭ２は、ストレージキャパシタＣｓ
ｔに格納された電圧値に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤ
を経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。この時、有機発光ダイオード
ＯＬＥＤは、第２トランジスタＭ２から供給される電流量に対応する光を生成する。
【０００９】
　しかし、このような有機電界発光表示装置は、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化およ
び第２トランジスタＭ２の閾値電圧の偏差によって均一な輝度の映像を表示できない問題
があった。このような問題を克服するために、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化および
第２トランジスタＭ２の閾値電圧を外部から補償する方法が提案された。しかし、画素４
に流れる微細電流を用いて外部から劣化および閾値電圧を補償する方法は、外部補償回路
に含まれた素子のオフセットおよびノイズなどによって正確な情報が抽出できず、これに
より、正確な補償が行われない問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】韓国公開特許第２０１１－０１００２１９号公報
【特許文献２】韓国公開特許第２０１１－０１０４７０５号公報
【特許文献３】米国特許出願公開第２０１１／０１３０９８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　そこで、本発明の実施形態の目的は、有機発光ダイオードの劣化および駆動トランジス
タの閾値電圧情報を正確に抽出することができる誤差補償部およびこれを用いた有機電界
発光表示装置を提供することである。
【００１２】
　本発明の他の実施形態の目的は、抽出された情報を用いてデータを変更することにより
、劣化および閾値電圧とは無関係に向上した画質の映像を表示できるようにした誤差補償
部およびこれを用いた有機電界発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
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　本発明の実施形態にかかる有機電界発光表示装置は、駆動トランジスタおよび有機発光
ダイオードを含む画素と、前記画素から前記駆動トランジスタの閾値電圧を含む第１情報
および前記有機発光ダイオードの劣化情報を含む第２情報のうちの少なくとも１つを抽出
するためのセンシング部とを備え、前記センシング部は、前記第１情報および前記第２情
報のうちの少なくとも１つに対応する電圧を増幅するための増幅部と、前記増幅部および
自身に含まれた素子の誤差成分を補償するための誤差補償部とを備える。
【００１４】
　好ましくは、前記誤差成分には、前記素子のオフセット特性、ノイズおよび配線抵抗が
含まれる。前記増幅部は、第２電極が前記画素に接続され、第１電極が基底電源に接続さ
れ、前記画素から前記基底電源に電流が流れ得るようにゲート電極が前記第２電極に接続
される第１１トランジスタと、前記第１１トランジスタと電流ミラー形態で接続される第
１２トランジスタと、前記第１１トランジスタに基準電流を供給するための電流供給部と
を備える。前記第１２トランジスタは、前記第１１トランジスタより広いチャネル幅に形
成される。前記基準電流は、前記画素から前記第１１トランジスタに供給される第１電流
に対応して、前記第１２トランジスタで流れるべき第２電流より低い電流値に設定される
。前記電流供給部および前記第１２トランジスタの共通端子は、前記誤差補償部に接続さ
れる。
【００１５】
　前記増幅部は、前記第１１トランジスタのゲート電極と前記第２電極との間に位置する
第２０スイッチと、前記第１１トランジスタおよび前記第１２トランジスタのゲート電極
と前記基底電源との間に接続される第２１スイッチと、前記電流供給部および前記第１２
トランジスタの共通端子と前記画素との間に接続される第２２スイッチとをさらに備える
。前記第１情報を抽出する期間の間、前記第２０スイッチがターンオンされ、前記第２情
報を抽出する期間の間、前記第２１スイッチおよび前記第２２スイッチがターンオンされ
る。
【００１６】
　前記誤差補償部は、第１オペアンプおよび第２オペアンプと、前記第１オペアンプの第
１入力端子と出力端子との間に並列に接続される第１スイッチおよび第１キャパシタと、
前記第２オペアンプの第１入力端子と出力端子との間に接続される第２スイッチと、前記
第１入力端子と前記増幅部との間に接続される第３スイッチと、外部のアナログデジタル
変換部と前記第２オペアンプの出力端子との間に接続される第４スイッチと、前記第１オ
ペアンプの出力端子と前記第２オペアンプの第１入力端子との間に接続される第１格納部
と、前記第２オペアンプの第１入力端子と出力端子との間に接続される第２格納部とを備
える。
【００１７】
　前記第１オペアンプの第２入力端子には第１基準電源が供給され、前記第２オペアンプ
の第２入力端子には第２基準電源が供給される。前記第１格納部は、前記第１オペアンプ
の出力端子と前記第２オペアンプの第１入力端子との間に直列に接続される第５スイッチ
、第３キャパシタおよび第６スイッチと、前記第１オペアンプの出力端子と前記第２オペ
アンプの第１入力端子との間に前記第５スイッチ、前記第３キャパシタおよび前記第６ス
イッチと並列に接続される第７スイッチ、第４キャパシタおよび第８スイッチとを備える
。前記第１スイッチおよび前記第２スイッチがターンオンされる期間中の第１期間の間、
前記第５スイッチおよび前記第６スイッチがターンオンされ、前記第１スイッチおよび前
記第２スイッチがターンオンされる期間中の前記第１期間と重畳しない第２期間の間、前
記第７スイッチおよび前記第８スイッチがターンオンされる。前記第１期間および前記第
２期間の間、前記第４スイッチもターンオン状態に設定される。
【００１８】
　前記第２格納部は、第１０ノードと第１１ノードとの間に接続される第２キャパシタと
、前記第１１ノードと前記第２オペアンプの第１入力端子との間に接続される第９スイッ
チと、前記第１０ノードと前記第２オペアンプの出力端子との間に接続される第１０スイ
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ッチと、前記第１０ノードと前記第２オペアンプの第１入力端子との間に接続される第１
１スイッチと、前記第１１ノードと前記第２オペアンプの出力端子との間に接続される第
１２スイッチとを備える。前記第３スイッチがターンオンされる期間中の第３期間の間、
前記第５スイッチ、前記第６スイッチ、前記第９スイッチおよび前記第１０スイッチがタ
ーンオンされ、前記第３スイッチがターンオンされる期間中の第３期間と重畳しない第４
期間の間、前記第７スイッチ、前記第８スイッチ、前記第１１スイッチおよび前記第１２
スイッチがターンオンされる。前記第４期間は、前記第３期間より長く設定される。前記
第４期間以降の期間の間、前記第４スイッチ、前記第１１スイッチおよび前記第１２スイ
ッチがターンオンされる。
【００１９】
　前記画素に接続されたデータ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、前記画
素に接続された走査線に走査信号を供給するための走査駆動部と、前記第１情報および前
記第２情報のうちの少なくとも１つに対応して、外部から供給されるデータのビットを変
更して前記データ駆動部に伝達するためのタイミング制御部とをさらに備える。前記セン
シング部は、前記誤差補償部から供給される電圧をデジタル値に変換するためのアナログ
デジタル変換部と、前記デジタル値を格納し、格納された値を前記データのビットが変更
できるように前記タイミング制御部に伝達するメモリとをさらに備える。前記画素のそれ
ぞれは、前記駆動トランジスタと前記有機発光ダイオードとの間の共通ノードと前記セン
シング部との間に接続され、前記第１情報および前記第２情報のうちの少なくとも１つが
抽出される期間にターンオンされるトランジスタを備える。
【００２０】
　本発明の実施形態にかかる誤差補償部は、第１オペアンプおよび第２オペアンプと、前
記第１オペアンプの第１入力端子と出力端子との間に並列に接続される第１スイッチおよ
び第１キャパシタと、前記第２オペアンプの第１入力端子と出力端子との間に接続される
第２スイッチと、前記第１オペアンプの出力端子と前記第２オペアンプの第１入力端子と
の間に接続され、前記第１オペアンプの出力端子の電圧を変更して前記第２オペアンプの
第１入力端子に供給するための第１格納部と、前記第２オペアンプの第１入力端子と出力
端子との間に接続される第２格納部とを備える。
【００２１】
　好ましくは、前記第１オペアンプの第２入力端子には第１基準電源が供給され、前記第
２オペアンプの第２入力端子には第２基準電源が供給される。前記第１入力端子は負（－
）入力端子であり、前記第２入力端子は正（＋）入力端子である。前記第１格納部は、前
記第１オペアンプの出力端子と前記第２オペアンプの第１入力端子との間に直列に接続さ
れる第５スイッチ、第３キャパシタおよび第６スイッチと、前記第１オペアンプの出力端
子と前記第２オペアンプの第１入力端子との間に前記第５スイッチ、前記第３キャパシタ
および前記第６スイッチと並列に接続される第７スイッチ、第４キャパシタおよび第８ス
イッチとを備える。前記第１スイッチおよび前記第２スイッチがターンオンされる期間中
の第１期間の間、前記第５スイッチおよび前記第６スイッチがターンオンされ、前記第１
スイッチおよび前記第２スイッチがターンオンされる期間中の前記第１期間と重畳しない
第２期間の間、前記第７スイッチおよび前記第８スイッチがターンオンされる。前記第２
格納部は、第１０ノードと第１１ノードとの間に接続される第２キャパシタと、前記第１
１ノードと前記第２オペアンプの第１入力端子との間に接続される第９スイッチと、前記
第１０ノードと前記第２オペアンプの出力端子との間に接続される第１０スイッチと、前
記第１０ノードと前記第２オペアンプの第１入力端子との間に接続される第１１スイッチ
と、前記第１１ノードと前記第２オペアンプの出力端子との間に接続される第１２スイッ
チとを備える。前記第３キャパシタおよび前記第４キャパシタに所定の電圧が充電された
後、前記第５スイッチ、前記第６スイッチ、前記第９スイッチおよび前記第１０スイッチ
がターンオンされ、前記第２キャパシタに電圧が一次格納され、前記第７スイッチ、前記
第８スイッチ、前記第１１スイッチおよび前記第１２スイッチがターンオンされ、前記第
２キャパシタに電圧が二次格納される。
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【発明の効果】
【００２２】
　本発明の誤差補償部およびこれを用いた有機電界発光表示装置によれば、誤差補償部を
用いて外部補償素子の誤差成分を除去し、これにより、閾値電圧および劣化に対応した情
報を正確に抽出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【図２】本発明の実施形態にかかる有機電界発光表示装置を示す図である。
【図３】本発明の実施形態にかかる画素を示す図である。
【図４】図２に示されたセンシング部の実施形態を示す図である。
【図５】図４に示された増幅部の実施形態を示す図である。
【図６】図５に示された電流供給部の実施形態を示す図である。
【図７】本発明の実施形態にかかる誤差補償部を示す図である。
【図８】図７に示された誤差補償部の動作過程を示す波形図である。
【図９】本発明の他の実施形態にかかる増幅部を示す図である。
【図１０】図９に示された増幅部の動作過程の実施形態を示す波形図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる好ましい実施形態を、添付した図２ないし図１０を参照して詳細に説明する。
【００２５】
　図２は、本発明の実施形態にかかる有機電界発光表示装置を示す図である。
【００２６】
　図２を参照すれば、本発明の実施形態にかかる有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～
Ｓｎおよびデータ線Ｄ１～Ｄｍの交差部に位置する画素１４０を含む画素部１３０と、走
査線Ｓ１～Ｓｎを駆動するための走査駆動部１１０と、データ線Ｄ１～Ｄｍを駆動するた
めのデータ駆動部１２０と、制御線ＣＬ１～ＣＬｎを駆動するための制御線駆動部１６０
と、走査駆動部１１０、データ駆動部１２０および制御線駆動部１６０を制御するための
タイミング制御部１５０とを備える。
【００２７】
　また、本発明の実施形態にかかる有機電界発光表示装置は、フィードバック線Ｆ１～Ｆ
ｍを用いて画素１４０のそれぞれに含まれる駆動トランジスタの閾値電圧情報および／ま
たは有機発光ダイオードの劣化情報を抽出するためのセンシング部１７０をさらに備える
。
【００２８】
　画素部１３０は、走査線Ｓ１～Ｓｎおよびデータ線Ｄ１～Ｄｍの交差部に位置する画素
１４０を備える。画素１４０のそれぞれは、センシング期間の間、駆動トランジスタの閾
値電圧情報および／または有機発光ダイオードの劣化情報をセンシング部１７０に提供す
る。そして、画素１４０は、駆動期間の間、データ信号が入力され、入力されたデータ信
号に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードを経由して第２電源ＥＬＶＳ
Ｓに供給される電流量を制御しながら、所定輝度の光を生成する。
【００２９】
　走査駆動部１１０は、走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を供給する。一例として、走査駆動
部１１０は、センシング期間および駆動期間の間、走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を順次に
供給する。
【００３０】
　データ駆動部１２０は、駆動期間の間、第２データｄａｔａ２が供給され、供給された
第２データｄａｔａ２を用いてデータ信号を生成する。データ駆動部１２０で生成された
データ信号は、走査信号に同期するようにデータ線Ｄ１～Ｄｍに供給される。また、デー
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タ駆動部１２０は、センシング期間の間、走査信号に同期するように特定のデータ信号を
供給することができる。ここで、特定のデータ信号は、画素１４０のそれぞれに含まれた
駆動トランジスタの閾値電圧情報を抽出するためのものであり、多様な階調値のうちのい
ずれか１つに設定できる。
【００３１】
　制御線駆動部１６０は、センシング期間の間、制御線ＣＬ１～ＣＬｎに制御信号を供給
する。一例として、制御線駆動部１６０は、センシング期間の間、制御線ＣＬ１～ＣＬｎ
に制御信号を順次に供給することができる。制御線ＣＬ１～ＣＬｎに制御信号が順次に供
給されると、画素１４０が水平ラインごとにフィードバック線Ｆ１～Ｆｍに接続される。
【００３２】
　センシング部１７０は、センシング期間の間、画素１４０のそれぞれから駆動トランジ
スタの閾値電圧情報および／または有機発光ダイオードの劣化情報を抽出する。一例とし
て、センシング部１７０は、制御線ＣＬ１～ＣＬｎに供給される制御信号に対応して、水
平ラインごとに画素１４０の閾値電圧情報および／または劣化情報を抽出することができ
る。
【００３３】
　タイミング制御部１５０は、走査駆動部１１０、データ駆動部１２０および制御線駆動
部１６０を制御する。また、タイミング制御部１５０は、センシング部１７０から閾値電
圧情報および／または劣化情報が供給され、供給された情報に対応して、第１データｄａ
ｔａ１を変更して第２データｄａｔａ２を生成する。ここで、第２データｄａｔａ２は、
駆動トランジスタの閾値電圧および／または有機発光ダイオードの劣化が補償できるよう
に設定される。
【００３４】
　図３は、本発明の実施形態にかかる画素を示す図である。図３では、説明の便宜のため
に、第ｍデータ線Ｄｍおよび第ｎ走査線Ｓｎに接続された画素を示すものとする。
【００３５】
　図３では、３つのトランジスタＭ１～Ｍ３および１つのキャパシタＣｓｔを備えた画素
１４０を示したが、本願発明はこれに限定されない。実際に、本願発明において、画素１
４０は、センシング部１７０に電気的に接続可能な現在公知の多様な回路のうちのいずれ
か１つを選択できる。
【００３６】
　図３を参照すれば、本発明の実施形態にかかる画素１４０は、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画素回路１４
２とを備える。
【００３７】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路１４２に接続され、カソード電
極は第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素
回路１４２から供給される電流に対応して、所定輝度の光を生成する。
【００３８】
　画素回路１４２は、データ信号に対応して、有機発光ダイオードＯＬＥＤに所定の電流
を供給する。このために、画素回路１４２は、第１ないし第３トランジスタＭ１～Ｍ３と
、ストレージキャパシタＣｓｔとを備える。
【００３９】
　第１トランジスタＭ１（駆動トランジスタ）の第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続さ
れ、第２電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。このような第
１トランジスタＭ１は、第１ノードＮ１に印加される電圧に対応して、有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。
【００４０】
　第２トランジスタＭ２の第１電極はデータ線Ｄｍに接続され、第２電極は第１ノードＮ
１に接続される。そして、第２トランジスタＭ２のゲート電極は走査線Ｓｎに接続される
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。このような第２トランジスタＭ２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給される時にターンオ
ンされ、データ線Ｄｍと第１ノードＮ１とを電気的に接続させる。
【００４１】
　第３トランジスタＭ３の第１電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続
され、第２電極はフィードバック線Ｆｍに接続される。そして、第３トランジスタＭ３の
ゲート電極は制御線ＣＬｎに接続される。このような第３トランジスタＭ３は、制御線Ｃ
Ｌｎに制御信号が供給される時にターンオンされ、フィードバック線Ｆｍと有機発光ダイ
オードＯＬＥＤのアノード電極とを電気的に接続させる。
【００４２】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第１電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮ１との間に接続さ
れる。このようなストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応する電圧を格納する
。
【００４３】
　図４は、図２に示されたセンシング部の実施形態を示す図である。図４では、説明の便
宜性のために、１つのチャネルのみを示すものとする。
【００４４】
　図４を参照すれば、本発明の実施形態にかかるセンシング部１７０は、増幅部１８０と
、誤差補償部１９０と、アナログデジタル変換部（Ａｎａｌｏｇ－Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏ
ｎｖｅｒｔｅｒ：以下、「ＡＤＣ」とする）２００と、メモリ２１０とを備える。ここで
、増幅部１８０、誤差補償部１９０などは、それぞれのチャネル、すなわち、フィードバ
ック線Ｆ１～Ｆｍごとに形成される。そして、ＡＤＣ２００は、それぞれのチャネルごと
に形成されるか、複数のチャネルを共有するように形成される。メモリ２１０は、すべて
のチャネルに共通に接続され、それぞれのチャネルから抽出された閾値電圧情報および／
または劣化情報を格納する。
【００４５】
　増幅部１８０は、画素１４０から抽出される電圧（および／または電流）を増幅する。
実際に、増幅部１８０は、画素１４０からの微細電圧（および／または電流）を増幅して
誤差補償部１９０に供給する。
【００４６】
　誤差補償部１９０は、所望の情報が抽出できるように誤差成分（素子のオフセット特性
、ノイズ、抵抗成分など）を除去する。実際に、誤差補償部１９０は、増幅部１８０およ
び誤差補償部１９０の内部回路による誤差成分を除去して所望の情報のみをＡＤＣ２００
に供給する。この場合、増幅部１８０で増幅された情報（電圧および／または電流）に含
まれた誤差成分を含む、画素１４０からＡＤＣ２００の間の回路的誤差がすべて除去可能
であり、これにより、抽出情報の信頼性を向上させることができる。
【００４７】
　ＡＤＣ２００は、誤差補償部１９０から供給される情報、例えば、駆動トランジスタの
閾値電圧および／または有機発光ダイオードの劣化情報を含むアナログ電圧をデジタル値
に変換する。
【００４８】
　ＡＤＣ２００で変換されたデジタル値は、メモリ２１０に格納される。実際に、メモリ
２１０には、それぞれの画素に対応したデジタル値（閾値電圧および／または劣化情報）
が格納される。メモリ２１０に格納されたデジタル値は、タイミング制御部１５０に供給
される。タイミング制御部１５０は、メモリ２１０に格納されたデジタル値を用いて画素
１４０それぞれの駆動トランジスタの閾値電圧および／または有機発光ダイオードの劣化
情報が補償できるように、第１データｄａｔａ１のビット値を変更して第２データｄａｔ
ａ２を生成する。
【００４９】
　図５は、図４に示された増幅部の実施形態を示す図である。図５において、トランジス
タＭ１１、Ｍ１２がＮＭＯＳとして示されたが、本願発明はこれに限定されない。
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【００５０】
　図５を参照すれば、増幅部１８０は、電流供給部１８２と、第１１トランジスタＭ１１
と、第１２トランジスタＭ１２とを備える。
【００５１】
　第１１トランジスタＭ１１は、第２電極は画素１４０に接続され、第１電極は基底電源
ＧＮＤに接続される。そして、第１１トランジスタＭ１１のゲート電極は自身の第２電極
に接続される。すなわち、第１１トランジスタＭ１１は、画素１４０から基底電源ＧＮＤ
に電流が流れ得るようにダイオード形態で接続される。
【００５２】
　第１２トランジスタＭ１２は、電流供給部１８２と基底電源ＧＮＤとの間に接続される
。そして、第１２トランジスタＭ１２のゲート電極は第１１トランジスタＭ１１のゲート
電極に接続される。すなわち、第１２トランジスタＭ１２は、第１１トランジスタＭ１１
と電流ミラー形態で接続される。そして、第１２トランジスタＭ１２と電流供給部１８２
との共通ノードは、誤差補償部１９０に接続される。
【００５３】
　このような本願発明において、電流量が増幅できるように、第１２トランジスタＭ１２
は、第１１トランジスタＭ１１より広いチャネル幅を有するように形成される。一例とし
て、第１２トランジスタＭ１２は、第１１トランジスタＭ１１よりチャネル幅がｉ（ｉは
１を超える整数）倍大きく広く設定できる。
【００５４】
　電流供給部１８２は、第１２トランジスタＭ１２に所定の基準電流ｉｒｅｆを供給する
。ここで、基準電流ｉｒｅｆは、設計過程で予め固定された電流値に設定される。一例と
して、基準電流ｉｒｅｆは、電流ミラーに対応して、第１２トランジスタＭ１２に流れる
電流ｉＭ１２より低い電流値を有するように設定される。
【００５５】
　動作過程を詳細に説明すれば、センシング期間の間、走査線Ｓ１～Ｓｎに順次に供給さ
れる走査信号に対応して、データ線Ｄ１～Ｄｍに特定のデータ信号が供給される。そして
、センシング期間の間、制御線ＣＬ１～ＣＬｎに制御信号が順次に供給される。また、セ
ンシング期間の間、第２電源ＥＬＶＳＳの電圧を制御し、有機発光ダイオードＯＬＥＤに
電流が流れないように設定する。実際に、本願発明において、センシング期間の間、第１
トランジスタＭ１を経由してセンシング部１７０に電流が伝達される構成は、現在公知の
多様な形態の発明がすべて適用可能である。
【００５６】
　画素１４０に特定のデータ信号が供給され、第３トランジスタＭ３がターンオンされる
と、第１トランジスタＭ１から第１電流ｉｔｆｔが増幅部１８０に供給される。ここで、
画素電流ｉｔｆｔは、画素のそれぞれに含まれた第１トランジスタＭ１の閾値電圧および
移動度に対応して決定される。
【００５７】
　画素１４０から供給される第１電流ｉｔｆｔは、ダイオード接続された第１１トランジ
スタＭ１１を経由して基底電源ＧＮＤに供給される。この時、第１１トランジスタＭ１１
と電流ミラー形態で接続された第１２トランジスタＭ１２は、画素電流ｉｔｆｔのｉ倍に
相当する第２電流ｉＭ１２が流れるようになる。第２電流ｉＭ１２は基準電流ｉｒｅｆよ
り大きく設定されるため、誤差補償部１９０から第３電流ｉｏｕｔが供給される。
【００５８】
　ここで、基準電流ｉｒｅｆは、特定のデータ信号に対応して、低い電流値を有するよう
に予め設定される。すると、第３電流ｉｏｕｔは、第１電流ｉｔｆｔより高い電流値に設
定される。すなわち、増幅部１８０は、微細電流の第１電流ｉｔｆｔを用いて高い電流値
の第３電流ｉｏｕｔを生成する。
【００５９】
　図６は、図５に示された電流供給部の実施形態を示す図である。



(13) JP 2014-109775 A 2014.6.12

10

20

30

40

50

【００６０】
　図６を参照すれば、本願発明の実施形態にかかる電流供給部１８２は、複数の電流源Ｉ
ｓと、電流源Ｉｓのそれぞれと第３電源ＶＤＤとの間に接続されるスイッチＳＷとを備え
る。
【００６１】
　電流源Ｉｓは、所定の電流を供給する。スイッチＳＷは、第３電源ＶＤＤと電流源Ｉｓ
のそれぞれとの間に接続され、電流源Ｉｓからの電流の供給の可否を制御する。実際に、
スイッチＳＷは、パネルの特性などを考慮して、所望の基準電流ｉｒｅｆが供給できるよ
うにターンオンおよびターンオフ制御される。
【００６２】
　図７は、本願発明の実施形態にかかる誤差補償部を示す図である。
【００６３】
　図７を参照すれば、本願発明の誤差補償部１９０は、第１オペアンプ（ＯＰ－ＡＭＰ）
１９２と、第２オペアンプ１９４と、第１スイッチＳＷ１と、第２スイッチＳＷ２と、第
３スイッチＳＷ３と、第４スイッチＳＷ４と、第１キャパシタＣ１と、第１格納部１９６
と、第２格納部１９８とを備える。
【００６４】
　第１オペアンプ１９２の第１入力端子（負入力端子：－）は、第３スイッチＳＷ３を経
由して増幅部１８０に接続され、第２入力端子（正入力端子：＋）は、第１基準電圧Ｖｒ
ｅｆ１が供給される。そして、第１オペアンプ１９２の第１出力端子は第１格納部１９６
に接続される。このような第１オペアンプ１９２は、バッファまたは積分器として動作し
ながら、増幅部１８０から入力される電圧を第１格納部１９６に伝達する。
【００６５】
　第１スイッチＳＷ１は、第１オペアンプ１９２の第１入力端子（－）と第１出力端子と
の間に接続される。ここで、第１スイッチＳＷ１がターンオンされる場合、第１オペアン
プ１９２はバッファとして駆動され、第１スイッチＳＷ１がターンオフされる場合、第１
オペアンプ１９２は積分器として駆動される。このために、第１キャパシタＣ１は、第１
オペアンプ１９２の第１入力端子（－）と出力端子との間に第１スイッチＳＷ１と並列に
接続される。
【００６６】
　第３スイッチＳＷ３は、第１オペアンプ１９２の第１入力端子（－）と増幅部１８０と
の間に接続される。このような第３スイッチＳＷ３は、ターンオンおよびターンオフされ
ながら、第１オペアンプ１９２と増幅部１８０との間の電気的接続を制御する。
【００６７】
　一方、第３スイッチＳＷ３がターンオンされる時、前述した第３電流ｉｏｕｔが増幅部
１８０に供給される。ここで、第３電流ｉｏｕｔは仮想電流源（または電圧源）から供給
され、第１オペアンプ１９２は、第３電流ｉｏｕｔに対応する電圧を反転増幅して第１格
納部１９６に伝達する。
【００６８】
　第２オペアンプ１９４の第１入力端子（－）は第１格納部１９６に接続され、第２入力
端子（＋）は、第２基準電圧Ｖｒｅｆ２が供給される。そして、第２オペアンプ１９４の
第２出力端子は、第４スイッチＳＷ４を経由してＡＤＣ２００に接続される。このような
第２オペアンプ１９４は、バッファまたは積分器として動作しながら、第１格納部１９６
から伝達された電圧をＡＤＣ２００に供給する。
【００６９】
　第２スイッチＳＷ２は、第２オペアンプ１９４の第１入力端子（－）と第２出力端子と
の間に接続される。ここで、第２スイッチＳＷ２がターンオンされる場合、第２オペアン
プ１９４はバッファとして駆動され、第２スイッチＳＷ２がターンオフされる場合、第２
オペアンプ１９４は積分器として駆動される。一方、本願発明において、第１基準電圧Ｖ
ｒｅｆ１および第２基準電圧Ｖｒｅｆ２は、反転増幅するための基準電圧であって、パネ
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ルの特性などを考慮して実験的に決定される。
【００７０】
　第４スイッチＳＷ４は、第２出力端子とＡＤＣ２００との間に接続される。このような
第４スイッチＳＷ４は、ターンオンおよびターンオフされながら、第２オペアンプ１９４
とＡＤＣ２００との接続を制御する。
【００７１】
　第１格納部１９６は、第１出力端子と第２オペアンプ１９４の第１入力端子（－）との
間に接続される。このような第１格納部１９６には、第３スイッチＳＷ３とＡＤＣ２００
との間に存在する誤差成分、一例として、第１オペアンプ１９２および第２オペアンプ１
９４のオフセット、配線抵抗、ノイズ、素子特性などが格納される。このために、第１格
納部１９６は、第１出力端子と第２オペアンプ１９４の第１入力端子（－）との間に直列
に接続される第５スイッチＳＷ５、第３キャパシタＣ３および第６スイッチＳＷ６と、第
１出力端子と第２オペアンプ１９４の第１入力端子（－）との間に第５スイッチＳＷ５、
第３キャパシタＣ３および第６スイッチＳＷ６と並列に接続される第７スイッチＳＷ７、
第４キャパシタＣ４および第８スイッチＳＷ８とを備える。
【００７２】
　第５スイッチＳＷ５および第６スイッチＳＷ６は、同時にターンオンされながら、第３
キャパシタＣ３に誤差成分を格納する。第７スイッチＳＷ７および第８スイッチＳＷ８は
、第５スイッチＳＷ５と互いに異なる時点でターンオンされながら、第４キャパシタＣ４
に誤差成分を格納する。
【００７３】
　第２格納部１９８は、第１格納部１９６に格納された誤差成分、増幅部１８０の誤差成
分（回路特性および増幅に対する誤差成分）を除いた第３電流ｉｏｕｔに対応する電圧を
格納する。このために、第２格納部１９８は、第２キャパシタＣ２と、第９スイッチＳＷ
９ないし第１２スイッチＳＷ１２とを備える。
【００７４】
　第２キャパシタＣ２は、第１０ノードＮ１０および第１１ノードＮ１１の間に接続され
る。このような第２キャパシタＣ２は、誤差成分を除いた特定の電圧を格納する。
【００７５】
　第１１スイッチＳＷ１１は、第１０ノードＮ１０と第２オペアンプ１９４の第１入力端
子（－）との間に接続される。第１２スイッチＳＷ１２は、第１１ノードＮ１１と第２出
力端子との間に接続される。このような第１１スイッチＳＷ１１および第１２スイッチＳ
Ｗ１２は、同時にターンオンおよびターンオフされながら、第２キャパシタＣ２に所定の
電圧を格納する。
【００７６】
　第９スイッチＳＷ９は、第１１ノードＮ１１と第２オペアンプ１９４の第１入力端子（
－）との間に接続される。第１０スイッチＳＷ１０は、第１０ノードＮ１０と第２出力端
子との間に接続される。このような第９スイッチＳＷ９および第１０スイッチＳＷ１０は
、同時にターンオンおよびターンオフされながら、第２キャパシタＣ２に所定の電圧を格
納する。ここで、第９スイッチＳＷ９および第１１スイッチＳＷ１１は、ターンオン期間
が重畳しない。
【００７７】
　図８は、図７に示された誤差補償部の動作過程を示す波形図である。
【００７８】
　図８を参照すれば、第１期間Ｔ１の間、第１スイッチＳＷ１、第２スイッチＳＷ２、第
４スイッチＳＷ４、第５スイッチＳＷ５および第６スイッチＳＷ６がターンオンされる。
【００７９】
　第４スイッチＳＷ４がターンオンされると、ＡＤＣ２００と第２オペアンプ１９４の第
２出力端子とが電気的に接続される。
【００８０】
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　第１スイッチＳＷ１がターンオンされると、第１オペアンプ１９２がバッファ形態で接
続される。すると、オペアンプの仮想接地（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｇｒｏｕｎｄ）特性によっ
て第１出力端子に第１基準電圧Ｖｒｅｆ１が印加される。
【００８１】
　第２スイッチＳＷ２がターンオンされると、第２オペアンプ１９４がバッファ形態で接
続される。すると、オペアンプの仮想接地特性によって第２出力端子に第２基準電圧が印
加される。
【００８２】
　第５スイッチＳＷ５がターンオンされると、第１出力端子と第３キャパシタＣ３の一側
端子とが電気的に接続される。第６スイッチＳＷ６がターンオンされると、第２出力端子
と第３キャパシタＣ３の他側端子とが電気的に接続される。この場合、第３キャパシタＣ
３は、理想的に第１基準電圧Ｖｒｅｆ１と第２基準電圧Ｖｒｅｆ２との差に対応する電圧
を格納する。しかし、実際に、第３キャパシタＣ３には、誤差成分（例えば、オペアンプ
のオフセット、配線抵抗、ノイズ、素子特性など）を含む所定の電圧が格納される。実際
に、第１期間Ｔ１の間、第３キャパシタＣ３には、第３スイッチＳＷ３からＡＤＣ２００
までの誤差成分が電圧形態で格納される。
【００８３】
　第２期間Ｔ２の間、第１スイッチＳＷ１、第２スイッチＳＷ２、第４スイッチＳＷ４、
第７スイッチＳＷ７および第８スイッチＳＷ８がターンオンされる。
【００８４】
　第１スイッチＳＷ１がターンオンされると、第１出力端子に第１基準電圧Ｖｒｅｆ１が
印加され、第２スイッチＳＷ２がターンオンされると、第２出力端子に第２基準電圧Ｖｒ
ｅｆ２が印加される。
【００８５】
　第７スイッチＳＷ７がターンオンされると、第１出力端子と第４キャパシタＣ４の一側
端子とが電気的に接続され、第８スイッチＳＷ８がターンオンされると、第４キャパシタ
Ｃ４の他側端子と第２出力端子とが電気的に接続される。この場合、第４キャパシタＣ４
には、誤差補償部１９０の誤差成分を含む所定の電圧が充電される。一例として、第４キ
ャパシタＣ４には、第３キャパシタＣ３と同一の電圧が格納される。以降、説明の便宜性
のために、第３キャパシタＣ３および第４キャパシタＣ４には同一の電圧が格納されると
仮定する。
【００８６】
　第３期間Ｔ３の間には、第３スイッチＳＷ３、第５スイッチＳＷ５、第６スイッチＳＷ
６、第９スイッチＳＷ９および第１０スイッチＳＷ１０がターンオンされる。第３期間Ｔ
３は、増幅部１８０の誤差成分のみが誤差補償部１９０に供給できるように短い時間に設
定される。つまり、第３期間Ｔ３の間、第３電流ｉｏｕｔに対応した電圧が第１オペアン
プ１９２の第１入力端子（－）に印加されないように、第３スイッチＳＷ３は瞬間的にタ
ーンオンされてからターンオフされる。
【００８７】
　すると、第３期間Ｔ３の間、第１オペアンプ１９２の第１入力端子（－）に増幅部１８
０の誤差成分を含む所定の電圧が印加される。第１オペアンプ１９２は、第３期間Ｔ３の
間、積分器として駆動されながら、所定の電圧を反転増幅して第１出力端子に第１電圧を
供給する。
【００８８】
　第１出力端子に出力された第１電圧は、第３キャパシタＣ３のカップリングによって第
２オペアンプ１９４の第１入力端子に供給される。この場合、第３キャパシタＣ３に格納
された電圧に対応して、第１電圧は第２電圧に変更される。ここで、第２電圧には、誤差
補償部１９０の誤差成分が追加的に含まれる。一方、第９スイッチＳＷ９および第１０ス
イッチＳＷ１０がターンオンされたため、第２電圧は第２キャパシタＣ２に格納される。
以降、説明の便宜のために、第１１ノードＮ１１が第２オペアンプ１９４の第１入力端子
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に接続される場合、第２キャパシタＣ２に逆方向形態で電圧が格納されると仮定し、第１
０ノードＮ１０が第２オペアンプ１９４の第１入力端子に接続される場合、第２キャパシ
タＣ２に順方向形態で電圧が格納されると仮定する。この場合、第３期間Ｔ３の間、第２
キャパシタＣ２には、逆方向形態で第２電圧が格納される。
【００８９】
　以降、第４期間Ｔ４の間、第３スイッチＳＷ３、第７スイッチＳＷ７、第８スイッチＳ
Ｗ８、第１１スイッチＳＷ１１および第１２スイッチＳＷ１２がターンオンされる。ここ
で、第４期間Ｔ４は、第３期間Ｔ３より広い期間に設定される。
【００９０】
　第４期間Ｔ４の間、第３スイッチＳＷ３がターンオンされると、第１オペアンプ１９２
の第１入力端子（－）には、第３電流ｉｏｕｔに対応する第３電圧が印加される。ここで
、第４期間Ｔ４は、第３電圧が安定的に印加できるように十分に広い時間に設定される。
第４期間Ｔ４の間、第１オペアンプ１９２は積分器として駆動されながら、第３電圧を反
転増幅して第１出力端子に供給する。第１出力端子に供給された電圧は、第４キャパシタ
Ｃ４のカップリングによって第４電圧に変更されて第２オペアンプ１９４の第１入力端子
に供給される。この時、第１１スイッチＳＷ１１および第１２スイッチＳＷ１２がターン
オンされたため、第２キャパシタＣ２には、順方向形態で第４電圧が格納される。
【００９１】
　一方、第３期間Ｔ３に逆方向形態で第２キャパシタＣ２に格納された第２電圧と、第４
期間Ｔ４に順方向形態で格納された第２キャパシタＣ２に格納された第４電圧とによって
誤差成分が相殺される。つまり、第４期間Ｔ４の間、第２キャパシタＣ２には、増幅部１
８０および誤差補償部１９０の誤差とは無関係に第３電流ｉｏｕｔに対応した所定の電圧
が充電される。
【００９２】
　以降、第５期間Ｔ５の間、第４スイッチＳＷ４、第１１スイッチＳＷ１１および第１２
スイッチＳＷ１２がターンオンされる。第４スイッチＳＷ４がターンオンされると、ＡＤ
Ｃ２００と第２出力端子とが電気的に接続される。第１１スイッチＳＷ１１がターンオン
されると、第１０ノードＮ１０が第２オペアンプ１９４の第１入力端子（－）に接続され
、第１２スイッチＳＷ１２がターンオンされると、第１１ノードＮ１１が第２出力端子に
接続される。すると、第２オペアンプ１９４は、第２キャパシタＣ２に格納された所定の
電圧に対応した所定の電圧をＡＤＣ２００に供給する。ＡＤＣ２００は、自身に供給され
る所定の電圧をデジタル値に変換し、変換されたデジタル値をメモリ２１０に格納する。
【００９３】
　実際に、本願発明は、センシング期間の間、前述した過程を繰り返しながら、画素１４
０のそれぞれに含まれた駆動トランジスタの閾値電圧および移動度情報を抽出する。また
、前述のように、本願発明では、増幅部１８０および誤差補償部１９０の誤差成分を除去
した純粋な情報のみを抽出することができ、これにより、補償の正確性を向上させること
ができる。追加的に、本願発明の実施形態にかかる誤差補償部１９０は、誤差成分を除去
して所望の電圧のみを抽出するためのものであり、所定の電流および／または電圧を増幅
するための多様な回路に適用可能である。
【００９４】
　図９は、本願発明の他の実施形態にかかる増幅部を示す図である。図９を説明するにあ
たり、図５と同一の構成については、同一の図面符号を割り当てるとともに、詳細な説明
は省略する。
【００９５】
　図９を参照すれば、本願発明の他の実施形態にかかる増幅部１８０は、電流供給部１８
２と、第１１トランジスタＭ１１'と、第１２トランジスタＭ１２'と、第２０スイッチＳ
Ｗ２０と、第２１スイッチＳＷ２１と、第２２スイッチＳＷ２２とを備える。
【００９６】
　第１１トランジスタＭ１１'は、画素１４０と基底電源ＧＮＤとの間に接続される。そ
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して、画素１４０と第１１トランジスタＭ１１'のゲート電極との間には第２０スイッチ
ＳＷ２０が形成される。このような第１１トランジスタＭ１１'は、第２０スイッチＳＷ
２０がターンオンされる時、画素１４０から基底電源ＧＮＤに電流が流れ得るようにダイ
オード形態で接続される。
【００９７】
　第１２トランジスタＭ１２'は、電流供給部１８２と基底電源ＧＮＤとの間に接続され
る。そして、第１２トランジスタＭ１２'のゲート電極は第１１トランジスタＭ１１'のゲ
ート電極に接続される。すなわち、第１２トランジスタＭ１２'は、第１１トランジスタ
Ｍ１１'と電流ミラー形態で接続される。
【００９８】
　第２１スイッチＳＷ２１は、第１１トランジスタＭ１１'のゲート電極と基底電源ＧＮ
Ｄの間に接続される。この場合、第２１スイッチＳＷ２１がターンオンされると、第１１
トランジスタＭ１１'および第１２トランジスタＭ１２'のゲート電極に基底電源ＧＮＤが
供給され、これにより、第１１トランジスタＭ１１'および第１２トランジスタＭ１２'が
ターンオフされる。
【００９９】
　第２２スイッチＳＷ２２は、電流供給部１８２および誤差補償部１９０の共通端子と画
素１４０との間に形成される。第２２スイッチＳＷ２２がターンオンされると、画素１４
０、電流供給部１８２および誤差補償部１９０が電気的に接続される。
【０１００】
　図１０は、図９に示された増幅部の動作過程の実施形態を示す波形図である。
【０１０１】
　図１０を参照すれば、まず、センシング期間の間、画素１４０に含まれた第３トランジ
スタＭ３がターンオンされると仮定する。
【０１０２】
　センシング期間中の第１トランジスタＭ１の閾値電圧情報抽出期間の間、第２０スイッ
チＳＷ２０がターンオンされる。第２０スイッチＳＷ２０がターンオンされると、第１１
トランジスタＭ１１'がダイオード形態で接続される。この場合、図４に示された増幅部
１８０と同様に駆動されるので、詳細な説明は省略する。
【０１０３】
　センシング期間中の有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化情報抽出期間の間、第２１スイ
ッチＳＷ２１および第２２スイッチＳＷ２２がターンオンされる。第２１スイッチＳＷ２
１がターンオンされると、第１１トランジスタＭ１１'および第１２トランジスタＭ１２'
がターンオフされる。
【０１０４】
　第２２スイッチＳＷ２２がターンオンされると、電流供給部１８２からの基準電流ｉｒ
ｅｆが、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極を経由して第２電源ＥＬＶＳＳに供
給される。この時、有機発光ダイオードＯＬＥＤには、基準電流ｉｒｅｆに対応して、所
定の電圧が印加される。
【０１０５】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤは、劣化程度に対応して抵抗が変化し、これにより、基準
電流ｉｒｅｆに対応して、有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加された所定の電圧には劣化
情報が含まれる。有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加された所定の電圧は、誤差補償部１
９０に供給される。
【０１０６】
　すなわち、本願発明の他の実施形態にかかる増幅部１８０は、電流ソース源または電流
シンク源として駆動されながら、画素１４０から有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化情報
および第１トランジスタＭ１の閾値電圧情報を抽出することができる。これ以外の誤差補
償部１９０の動作過程は前述したのと同様であるので、詳細な説明は省略する。
【０１０７】
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　本発明の技術思想は、上記の好ましい実施形態によって具体的に記述されたが、上記の
実施形態は、その説明のためのものであって、それを制限するためのものではないことに
注意しなければならない。また、本発明の技術分野における通常の知識を有する者であれ
ば、本発明の技術思想の範囲内で多様な変形例が可能であることを理解することができる
。
【符号の説明】
【０１０８】
２、１４２　画素回路、
４、１４０　画素、
１１０　走査駆動部、
１２０　データ駆動部、
１３０　画素部、
１５０　タイミング制御部、
１６０　制御線駆動部、
１７０　センシング部、
１８０　増幅部、
１８２　電流供給部、
１９０　誤差補償部、
１９２、１９４　オペアンプ、
１９６、１９８　格納部、
２００　ＡＤＣ、
２１０　メモリ。

【図１】
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置包括各自具有驱动晶体管和有机发光二极管的像素;传感单元从像素的
像素中提取包括驱动晶体管的阈值电压的第一信息或包括有机发光二极
管的劣化的第二信息中的至少一个。在有机发光显示装置中，感测单元
包括放大器，其放大与第一信息或第二信息中的至少一个相对应的电压;
和误差补偿器补偿放大器和误差补偿器中包含的元件的误差分量。
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